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⑥ 組 織 図 総 務 課























区 分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高
政府出資金 10,615 0 0 10,615
資本金合計 10,615 0 0 10,615
（４）役員の状況
役 職 氏 名 任 期 経 歴

















資 産 の 部 金 額 負 債 の 部 金 額
流動資産 流動負債
現金及び預金 287 運営費交付金債務 121
その他 15 未払金 125
その他 53
固定資産 固定負債
有形固定資産 10,081 資産見返負債 52
その他 1 その他 11
負債合計 361





























































































































15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
経常経費 1,429 1,438 1,218 1,146 1,110
経常収益 1,432 1,415 1,218 1,151 1,116
当期総利益 2 -23 0 5 5
資 産 387 10,934 10,697 10,504 10,384
負 債 340 341 293 299 361
利益剰余金（または繰越欠損金） 39 15 16 5 10
業務活動によるキャッシュ・ 7 10 16 58 106
フロー
投資活動によるキャッシュ・ -43 -35 -13 -20 -1
フロー
財務活動によるキャッシュ・ -1 -2 -6 -8 -8
フロー








15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
調査研究事業 41 14 12 -2 0
日本語情報資料収集事業 -3 -7 -8 9 0
研修事業 -11 7 -4
国際研究協力事業 3 0 -3
法人共通 -28 -37 4 -2 5







15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
調査研究事業 46 63 39 8,559 8,392
日本語情報資料収集事業 55 38 22 1,097 1,068
研修事業 5 6 2
国際研究協力事業 7 5 1
法人共通 274 10,821 10,633 848 923








15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
業務費用 1,228 1,359 1,179 1,094 1,053
うち損益計算書上の費用 1,429 1,438 1,223 1,147 1,111
うち自己収入 -200 -79 -44 -52 -58
損益外減価償却累計額 0 47 188 188 188
損益外減損損失相当額 0 0 0 1 0
引当外賞与見積額 0 0 0 0 4
引当外退職給付増加見積額 8 -36 38 1 -50
機会費用 162 169 186 170 129
(控除)法人税及び国庫納付金 0 0 0 0 0











15年度 16年度 17年度 18年度 19年度
予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由
収入
運営費交付金 1,200 1,200 1,321 1,321 1,174 1,174 1,095 1,095 1,129 1,129
受託収入 188 183 51 55 30 29 20 37 0 49
版権使用料・ 5 15 9 20 7 11 9 10 9 17
施設等使用料等
計 1,393 1,398 1,381 1,396 1,211 1,214 1,124 1,142 1,138 1,195
支出
事業経費 487 514 431 464 408 418 472 423 462 354 各事業間での調整
受託事業費 188 183 51 55 30 29 20 31 0 49
移転関連経費 - - 187 150 - - - - - - （注）
一般管理費 131 121 131 128 168 189 59 112 57 101
人件費 587 610 581 622 605 577 573 580 619 593

















































































































































































































































































































・Motoki Sano and Elizabeth Thomson, "Japanese Nursery Tales: A study of genre,
semantic attributes, evaluation and lexicogrammar", Annual Congress of the
Australian Systemic Functional Linguistics Association, 2007年6-7月
・Kikuo Maekawa and Yosuke Igarashi. "Prosodic Phrasing of Bimoraic Accented
Particles in Spontaneous Japanese." Proceedings of the 16th International












・Kikuo Maekawa. "Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese." Proceedings











































・冨士池優美, 小椋秀樹, 小木曽智信, 小磯花絵, 内元清貴, 相馬さつき, 中村壮範「「現
代日本語書き言葉均衡コーパス」の長単位認定基準について」言語処理学会第14回年次
大会[NLP2008](東京大学)予稿集，pp.931-934，2008年3月20日
・小椋秀樹, 小木曽智信, 原裕, 小磯花絵, 冨士池優美「形態素解析用辞書UniDicへの語
種情報の実装と政府刊行白書の語種比率の分析」言語処理学会第14回年次大会[NLP2008]
(東京大学)予稿集，pp.935-938，2008年3月20日












・Motoki Sano，Yumiko Mizusawa. “Describing Japanese Language and Text:




























































































































































































































































































・Asahi, Yoshiyuki, “Endangerment of Japanese Language in Japanese Diaspora:
Evidence from a Russian Island of Sakhalin" FEL XI Eleventh International



















・Yokoyama Shoichi,「Logistic Regression Model of Preference and Familiarity in
Letter Perception」,『Proceedings of 5th Trier Symposium on Quantitative




























































































































委員長 杉 戸 清 樹 国立国語研究所長
委 員 有 森 直 子 聖路加看護大学准教授
稲 葉 一 人 姫路獨協大学法科大学院教授
生 出 泉太郎 宮城県薬剤師会会長
柴 田 実 ＮＨＫ放送文化研究所主任研究員
関 根 健 一 読売新聞東京本社用語委員会幹事
徳 田 安 春 聖路加国際病院聖ルカ・ライフサイエンス研究所
臨床実践研究推進センター副センター長
中 山 恵利子 阪南大学国際コミュニケーション学部教授
三 浦 純 一 公立岩瀬病院医局長・外科部長
矢 吹 清 人 医療法人清愛会矢吹クリニック院長
齊 藤 秀 昭 国立国語研究所理事
相 澤 正 夫 国立国語研究所研究開発部門長
吉 岡 泰 夫 国立国語研究所研究開発部門上席研究員









委員長 杉 戸 清 樹＊ 国立国語研究所長
委 員 有 森 直 子＊ 聖路加看護大学准教授
伊 賀 立 二 日本薬剤師会副会長
生 坂 政 臣 千葉大学医学部附属病院総合診療部教授
稲 葉 一 人＊ 姫路獨協大学法科大学院教授
－41－
井 部 俊 子 日本看護協会副会長
生 出 泉太郎＊ 宮城県薬剤師会会長
齋 藤 宣 彦 日本医学教育学会会長
真 田 信 治 大阪大学大学院文学研究科教授
柴 田 実＊ ＮＨＫ放送文化研究所主任研究員
関 根 健 一＊ 読売新聞東京本社用語委員会幹事
徳 田 安 春＊ 聖路加国際病院 聖ルカ・ライフサイエンス研究所
臨床実践研究推進センター 副センター長
鳥 飼 玖美子 立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科教授
中 山 恵利子＊ 阪南大学国際コミュニケーション学部教授
宝 住 与 一 日本医師会副会長
三 浦 純 一＊ 公立岩瀬病院医局長
村 田 幸 子 福祉ジャーナリスト
矢 吹 清 人＊ 医療法人清愛会矢吹クリニック院長
吉 山 直 樹＊ 日本プライマリ・ケア学会理事
和 田 ちひろ いいなステーション代表
徳 重 眞 光＊ 国立国語研究所理事
相 澤 正 夫＊ 国立国語研究所研究開発部門部門長
吉 岡 泰 夫＊ 国立国語研究所研究開発部門上席研究員













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔事 業 費〕運営費交付金： 351千円（旅費25千円，物件費326千円）
（２）日本語科学
〔事 業 費〕運営費交付金： 2,042千円(旅費31千円，物件費2,011千円)
（３）日本語教育論集




















日 時 ： 平成20年１月26日 14:00～17:00

























































































Ａ 所刊行物の件数 報告書による公表 ２５件





































































































































































平成10年度 115,680件 平成15年度 6,086,098件
平成11年度 250,086件 平成16年度 5,232,532件
平成12年度 434,405件 平成17年度 5,433,785件
平成13年度 1,498,758件 平成18年度 11,057,543件























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日 程 ： 平成19年８月22日（水）～23日（木）









"Dialectology - Digital and Interactive: The Digital Wenker Atlas - DiWA"
Joachim Herrgen （ドイツ・マルブルグ大学）
"Current Trends in British Geolinguistics Linking the Past with the Present"
Heinrich Ramisch（ドイツ・バンベルグ大学）





"Creating Dialect Maps Using Map Maker" 李相揆（韓国・国立国語院）
「中国語の言語地理学(2)－言語地図の解釈－」 岩田礼（金沢大学）
"Dialectometry：Theoretical Prerequisites, Practical Problems, and Concrete Applications
(Mainly with Examples Drawn from the 'Atlas Linguistique de la France', 1902-1910)"
（招待講演） Hans Goebl（オーストリア・ザルツブルグ大学）
"From Dialect to Variation Space: The 'Regionalsprache.de' (REDE) Project"
Joachim Herrgen（ドイツ・マルブルグ大学）
"Analysing Linguistic Atlas Data: The (Socio-) Linguistic Context of H-dropping"
Heinrich Ramisch（ドイツ・バンベルグ大学）








評 定 ４ ３ ２ １
有意義だった 意義がなかった
43 23 3 0
分かりやすかった 18 30 17 4 むずかしかった












































語学,社会言語学, 対照言語学等），言語教育領域（日本語教育概論, 日本語教授法, 第二言























































































































































































































① 調査研究を効率的・効果的に実施するために, 常勤職員のほか, 客員研究員,
























































































電気使用量 19年度 881,688Kw/h（18年度 888,931Kw/h，前年度比△0.8％）
水道使用量 19年度 3,946㎥ （18年度 4,464㎥， 前年度比△2.0％）




単位 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 前年度比
電 気 kw/h 1,036,668 846,936 888,931 881,688 △0.8%
水 道 ｍ３ 4,983 4,330 4,464 3,946 △2.0%
ガ ス ｍ３ 4,667 67,619 57,147 54,540 △4.6%
白 灯 油 kl 12 － － － －




















項 目 国 国立国語研究所
平 均 年 齢 40.4歳 39.1歳




項 目 全独立行政法人 国立国語研究所
平均年間給与額 7,326千円 6,293千円
平 均 年 齢 43.4歳 39.1歳
ラスパイレス指数＊ 107.4 101.8




項 目 国 国立国語研究所
平 均 年 齢 44.2歳 46.7歳




項 目 全独立行政法人 国立国語研究所
平均年間給与額 9,099千円 8,582千円






役 職 転 入 転 出
主 任 １（東京大学より） ３（東京大学，東京医科歯科大学へ）
係 員 １（一橋大学より） １（文化庁への出向）
合 計 ２ ４
② 研究系職員の異動実績
（人）
職 名 在 職 者 新規採用 転出・退職等
研究員(常勤) ４２ １ １
任期付研究員 ０






派 遣 先 件 数 内 訳
大学非常勤講師 69 国公立大学37, 私立大学25, その他７
委員会等委員 75 国の機関等14，地方公共団体１，大学等３，
民間団体55，海外２









研 修 の 種 類 件数・参加者数
所内研修会（科研費, 人事評価，著作権関係等） ４件 217人


















































区 分 16年度 17年度 18年度 19年度
金 額 合 計 12,108万円 8,708万円 15,506万円 22,323万円
（内 訳）
科学研究費補助金 4,625万円 4,585万円 10,723万円 16,781万円
20件 23件 25件 21件
国等の委託費等 5,464万円 2,895万円 1,567万円 1,424万円
4件 4件 2件 1件
博報日本語海外研究者 2,164万円 3,518万円
招へいプログラム事業 － － 1件 1件
版権及び著作権使用料 2,019万円 1,228万円 1,052万円 600万円






























































































































































































































































































































































１．研究打ち合わせ a. GISに関する基礎知識並びに具体的分析方法の確認，b. GISを利用す
る上での問題点の洗い出しと対策を討議した。











































関西→首都圏 ：９人 首都圏→関西 ：１人
関西→名古屋市：３人 名古屋市→関西：６人
関西→広島市 ：11人 広島市→関西 ：０人










































































































































































































































































































・Asahi, Yoshiyuki, “Endangerment of Japanese Language in Japanese Diaspora: Evidence
from a Russian Island of Sakhalin" FEL XI Eleventh International conference of












































































































解析器 境界認定 品詞認定 語彙素認定
ChaSen 99.1538% 97.5539% 97.2661%























































































































































































































































































































































































































































































































































































































附 則 （平成一二年一一月二七日法律第一二五号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
附 則 （平成一四年二月八日法律第一号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は，公布の日から施行する。
































附 則 （平成一七年七月二六日法律第八七号） 抄
１ この法律は，会社法の施行の日から施行する。








































附 則 （平成一八年一一月一七日法律第一〇一号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は，平成十九年四月一日から施行する。



































































































































































































附 則 （平成一二年五月二六日法律第八四号） 抄
（施行期日）
第一条 この法律は，平成十二年六月一日から施行する。


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































【 別 紙 】     
平成１８年度～平成２２年度予算 
 
独立行政法人国立国語研究所     
（単位：百万円）    
 
 区     分  金     額 
 収  入 
     運営費交付金 
   受託収入 
     版権使用料・施設使用料等 
 
     計 
 
                        ５，４７９ 
                             ２０ 
                             ４６ 
 
                        ５，５４５ 
 
 支  出 
     業務経費 
    うち調査研究事業費 
         日本語情報資料収集事業費 
 
   一般管理費 
   受託事業費 
     人件費 
        管理部門 
     事業部門 
 
     計 
 
                        ２，２８０ 
                        １，３１５ 
                          ９６５ 
 
                            ２８２ 
                             ２０ 
                        ２，９６３ 
              ６９２ 
            ２，２７１ 
 




   期間中 ２，４９５ 百万円を支出する。 
 
    一般管理費       ５８２百万円 











 毎事業年度の業務部門人件費 (P) については，以下の数式により決定する。 











 毎事業年度の業務経費 (R) については，以下の数式により決定する。 
 R(y) = {R(y-1) - ε(y-1) } ×β(係数) × θ(係数) × γ(係数) ＋ ε(y) 
  R(y) ：当該事業年度における業務経費。R(y-1)は直前の事業年度における R(y)。 






  θ  ：消費者物価指数。各事業年度の予算編成過程において，当該事業年度における具体的な係数値
を決定。 




 毎事業年度の人件費 (Pk) については，以下の数式により決定する。 
 Pk(y) = Pk(y-1) × δ(係数) × σ(係数) 
  Pk(y) ：当該事業年度における管理部門人件費。Pk(y-1)は直前の事業年度におけるPk(y)。 









 毎事業年度の一般管理費 (Rk) については，以下の数式により決定する。 
 Rk(y) = Rk(y-1) × π(係数) × θ(係数)  
  Rk (y)：当該事業年度における一般管理費。Rk (y-1) は直前の事業年度における Rk (y)。 
  π   ：効率化係数（一般管理費）。中期目標に記載されている削減目標を踏まえ，事業の効率化等を
勘案して，各事業年度の予算編成過程において，当該事業年度における具体的な数値を決定。 






 毎事業年度の自己収入（受託研究を除く。） (E) の見積り額については，以下の数式により決定する。 
 E(y) = E(y-1) × μ(係数) 
  E(y) ：当該事業年度における自己収入の見積り額。E(y-1) は直前の事業年度における E(y)。 




 毎事業年度に交付する運営費交付金 (A) については，以下の数式により決定する。 
 A(y) = P(y) ＋ R(y) ＋ Pk(y) ＋ Rk(y) - E(y) × λ(係数) 



















独立行政法人国立国語研究所     
（単位：百万円）    
 
 区     分  金     額  
 費用の部 
     経常費用 
    調査研究事業費 
       日本語情報資料収集事業費 
     一般管理費 
       受託事業費 
       人件費 
         管理部門 
      事業部門 




     運営費交付金収益 
     受託収入 
     版権使用料・施設使用料等 
     資産見返運営費交付金戻入 
     資産見返物品受贈額戻入 
      資産見返寄付金戻入 
 
                      ５，５２５ 
                        １，２６５ 
                          ９１５ 
                            ２３２ 
                             ２０ 
                        ２，９６３ 
              ６９２ 
            ２，２７１ 
                       １３０ 
 
 
                        ５，５２５ 
                        ５，３２９ 
                             ２０ 
                              ４６ 
                         １００ 
                          １０ 
                              ２０ 
 









独立行政法人国立国語研究所    
（単位：百万円）   
 
 区     分  金     額  
 資金支出 
     業務活動による支出 




     業務活動による収入 
       運営費交付金による収入 
       受託収入 
      版権使用・施設使用による収入 
                       ５，５４５ 
                       ５，３９５ 




                       ５，５４５ 
                  ５，４７９ 
                            ２０ 




































































































































































































① 調査研究を効率的・効果的に実施するために, 常勤職員のほか, 客員研究員，特別奨励研究




































































役 職 員 （常勤58名）
役 員 所 長 杉戸 清樹 研 究 員 朝日 祥之
理 事 徳重 眞光 〃 高田 智和
監事(非常勤)窪川 秀一 〃 米田 純子
〃 工藤眞由美 言語問題 グループ長 田中 牧郎
グループ 主任研究員 三井はるみ
管 理 部 部 長 山本 昌博
総 務 課 課 長 田島 正幸 情報資料部門 部 門 長 熊谷 康雄
課 長 補 佐 仙波 恵子 上席研究員 米田 正人
総務係 係 長 関 達夫 資料整備 グループ長 井上 文子
一 般 職 員 鈴木美保子 グループ 研 究 員 森本 祥子
企画評価係 一 般 職 員 新井田貴之 〃 礒部よし子
人事係 係 長(兼務：仙波 恵子） 〃 小高 京子
会 計 課 課 長 冨澤 広 〃 中山 典子
課 長 補 佐 五十嵐敏男 文献情報 グループ長 伊藤 雅光
財務係 係 長(兼務：五十嵐敏男 ） グループ 主任研究員 池田理恵子
一 般 職 員 長谷川 愛 〃 新野 直哉
経理係 係 長 大沼 徹 研 究 員 塚田実知代
一 般 職 員 戸谷 浩士 電話応対 グループ長 山田 貞雄
契約係 係 長 林 哲也 グループ
一 般 職 員 木村 友恵 図書館担当 グループ長（兼務：熊谷康雄）
グループ 一般職員 綱川 博子
研究開発部門 部 門 長 相澤 正夫
上席研究員 吉岡 泰夫
言語資源 グループ長 前川喜久雄 日本語教育基盤情報センター
グループ グループ長 山崎 誠 センター長 柳澤 好昭
研 究 員 小椋 秀樹 主任研究員 嶋村 直己
〃 小木曽智信 整備普及 グループ長 野山 広
〃 柏野和佳子 グループ 研 究 員 早田美智子
〃 小磯 花絵 用例用法 グループ長 井上 優
〃 丸山 岳彦 グループ 研 究 員 植木 正裕
〃 山口 昌也 学習項目 グループ長 金田 智子
〃 小沼 悦 グループ 研 究 員 福永 由佳
言語生活 グループ長 横山 詔一 評価基準 グループ長 宇佐美 洋






年 歳 出 予 算 科学研究費補助金
度 人 件 費 事 業 費 合 計 件数 交付金額
千円 千円 千円 件 千円
16 586,868 741,285 1,328,153（1,321,035） 20 46,250
17 597,138 583,611 1,180,749（1,173,631） 23 45,850
18 573,261 531,599 1,104,860（1,095,999） 25 107,230
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